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施
策
１

経
済
活
動
の
持
続
的
発
展
と
安
定
し
た
雇
用
の
確
保

先進技術導入等に対する制度融資の充実や創業支援、就労環境の向上に取り組むとともに、市産品を積
極的に市内外にＰＲし、販路拡大を支援することで市内経済の好循環と雇用を創出し、伝統産業や多様な
産業の持続的発展を図ります。 

施策の概要 

市内中小企業の経営基盤の強化と先進技術の導入による生産性の向上を推進し、市産品のブランド化や
販売促進に力を注ぐことで、市内産業の経済活動を活性化します。 

施策の目標 施策の目標指標 

関連する個別計画 

川口市産業振興指針

最終目標（R17）中間目標（R12）基準値（R５） 

この施策の推進が図られていると感じる人の割合    [％] 
Ｒ12実績値を
上回る 

現状値を 
上回る 

29.6 

単位施策① 

企業経営の 

強化支援 

・市内事業者への経済的支援、設備投資、ＩＴ人材や

起業家の育成等ニーズに合った多様な支援の実施

により経営基盤を強化することで、地域経済の活

性化及び好循環をめざします。 

・製品、技術、サービスの存在を広くＰＲすることで、

川口ブランドの認知度を向上させ、新たな企業間

交流を通じてビジネスネットワークの拡大を図りま

す。 

・低金利での制度融資の実施や市内事業者のDXを支援し、経営基盤の安定と生産性の向上を促進しま

す。 

・起業を支援するため、セミナーや個別相談等を実施するとともに、起業家同士のネットワークづくりを促

進します。 

・市産品を積極的に市内外にＰＲし、産業の活性化を図ります。 

・市が発注する公共工事において、市産品活用を促進する川口市産品公共工事活用促進制度に取り組み

ます。 

・経済状況が大きく変化する中、中小企業・

小規模事業者の経営基盤の強化、生産性

の向上や設備投資のため、経済的支援、ネ

ットワークづくり等、多岐にわたる支援が

求められています。 

・地域経済の持続的発展のため、市内企業

の市産品の活用を促進するとともに、市内

外への販路拡大の支援を継続していく必

要があります。 

単位施策の目標 現状と課題 主な取り組み 

単位施策② 

就労環境の 

向上 

・就職支援セミナーやマッチングの機会を設けるこ

とにより、市内中小企業の雇用の確保を図ります。 

・若年者の就労の定着率を上げることにより、市内

企業の成長および市内産業の活性化をめざしま

す。 

・若年者、就職氷河期世代、シニア、女性を対象とした就職支援セミナーを開催し、就職に必要な知識の習

得を支援します。 

・さまざまな年齢層を対象として、合同企業面接会を開催し、市内中小企業への就職者数の増加を図りま

す。 

・奨学金の返還支援や家賃補助を実施し、若年者の経済的負担を軽減し、就労の定着につなげます。 

・市内中小企業の人材不足が深刻化する中、 

労働力の確保が課題です。また、就労後の

定着率も低いことから、労働者が安心して

長く働くことのできる就労環境を整える必

要があります。 

市内総生産額                                [百万円] 
県内市町村
における伸び
率を上回る 

県内市町村に
おける伸び率
を上回る 

1,426,594 
  (R3) 

就職支援セミナー参加者数                   [人] 400 380 354 

経済活動の持続的発展と安定した雇用の 施策 1 

賑わいと魅力があり、伝統と未来が響き合うまち めざす姿Ⅴ 

確保 
対応する主な 

SDGｓのゴール 
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施
策
２

も
の
づ
く
り
産
業
を
活
か
し
た
新
た
な
価
値
の
創
出

ものづくり体験教室 川口市市産品フェア 

市内の卓越した技術・技能者の顕彰や製造事業者等の市内への誘致を促すなど、伝統技術を活かしつつ、
持続可能な産業構造の醸成、地域経済の安定と活性化を促すとともに、市産品の販路拡大事業等を通じ
た異業種交流による新たな価値創出を促進します。 

施策の概要 

卓越した技術・技能者を有する歴史あるものづくり産業のさらなる振興により、持続可能な地域経済の発
展をめざし、企業間交流や異業種交流を通じて、伝統と技術が融合した新たな価値の創出を図ります。 

施策の目標 施策の目標指標 

関連する個別計画 

川口市産業振興指針

最終目標（R17）中間目標（R12）基準値（R５） 

この施策の推進が図られていると感じる人の割合    [％] 
Ｒ12実績値を
上回る 

現状値を 
上回る 

36.4 

単位施策① 

ものづくり 

産業の 

さらなる振興 

・市産品の販路拡大と業務効率化による生産性向

上によりコスト高を上回る利益率を確保して市内

企業の競争力を高め、市内経済の好循環を生み出

すことで、持続可能な事業遂行と産業の活性化を

図ります。 

・技術力の維持強化や、市産品のPRとともに、販路拡大の支援や補助を行い、市内企業の競争力を高め、

ものづくり産業の振興を図ります。 

・市産品の販路拡大事業等による企業および製品技術のＰＲや企業間交流を促すとともに、ビジネスマッ

チング等を通じて新たな価値の創造を促進することで市内企業の競争力を高めます。 

・ものづくり産業のDXを支援し、業務効率化とともに生産性の向上を促進します。 

・伝統産業における事業所数の減少が深刻

化する中、企業の市場競争力の強化が課題

となっています。 

・エネルギーや原材料の価格高騰により製造 

コストが増大し、企業の利益率が圧迫さ

れ、事業の持続可能性の低下が危ぶまれて

います。 

単位施策の目標 現状と課題 主な取り組み 

単位施策③ 

企業立地及び

業務拡張等の

支援 

・産業の空洞化防止、雇用機会の拡大、工場進出に

よる既存企業への様々な波及効果を通した市内経

済の活性化を図ります。 

・市内企業の新規事業及び事業拡張等を支援するとともに、市外企業の市内への進出を促進するための

補助を行います。 

・民間事業者の事業用土地等需要に応えるため、民間団体と連携し、事業者の立地促進を図ります。 

・工場跡地の住宅地化等が進んでいる現状を踏まえ、その跡地を再び工場用地として活用するため、積極

的に工場の誘致を推進します。 

・東京都と隣接し交通の利便性において優

位である一方、地価が高く、市外企業の進

出需要に応えられる事業用地の確保が課

題となっています。 

製造品出荷額                        [百万円] 555,000550,000547,847 

就業者数（製造業）                        [人] 22,319 22,319 22,319 

ものづくり産業を活かした新たな価値の創出 施策２ 

賑わいと魅力があり、伝統と未来が響き合うまち めざす姿Ⅴ 
対応する主な 

SDGｓのゴール 

単位施策② 

担い手の育成

と技術の振興 

・卓越した技術・技能者を顕彰することで、社会的地

位の向上を図るとともに、後継者を確保・育成し、

市内製造業の活性化と技術の振興を図ります。 

・ものづくりイベントを通じて、多くの市民が職人と

接することで高度な技術を感じるとともに、もの

づくりの楽しさを体験することで、伝統的な技術・

技能を尊重し、継承するまちづくりをめざします。 

・本市産業界における卓越した技術・技能者を顕彰します。 

・伝統的な技術・技能への理解を深めてもらうため、高い技術を持つ職人が集まり、未来を担うこどもを

はじめとして、年代を問わず多くの人が参加でき、職人の高度な技術を直接感じるとともに、ものづくり

の楽しさを体験できる教室を実施します。 

・技術の向上を図るために鋳物技術講習会を開催し、鋳物工業技術の向上と知識の習得を図ります。 

・市内製造業における技術・技能を継承する

人材の不足が深刻化する中、後継者の育成

が課題となっています。 



資料：商業統計調査、経済センサス-活動調査

川口市 平成14年 平成16年 令和19年 平成26年 平成28年 令和3年

事業所数（箇所） 5,195 4,720 4,614 3,241 3,388 2,924

従業者数（人） 37,271 35,434 35,217 26,913 30,842 29,511

年間商品販売額（百万円） 1,135,468 1,016,082 1,028,704 1,051,832 1,122,968 1,015,680

※平成26年に日本標準産業分類の第12回改定があり、調査設計の大幅変更が行われました。

施
策
３

に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ
る
商
業
の
振
興

川口芝川鯉のぼり祭り 商業に関連する数値の推移 

多様化する消費者ニーズに応えるため、地域や個店の特性を活かした買物環境の創出や、地域コミュニテ
ィの中核を担う、魅力ある商店街づくりを支援することで、地域経済の好循環を創出します。 

施策の概要 

この街で買い物を楽しみたいと思える賑わいのある商業環境づくりと、地域とともに歩む活気ある商店
街づくりをめざし、商業の振興を図ります。 

施策の目標 施策の目標指標 

関連する個別計画 

川口市産業振興指針

川口桜まつり 自然ふれあい祭り 

最終目標（R17）中間目標（R12）基準値（R５） 

この施策の推進が図られていると感じる人の割合    [％] 
Ｒ12 実績値を
上回る 

現状値を 
上回る 

64.4 

単位施策① 

にぎわいと 

活気ある商業

活動の振興 

・商店街が地域住民のインフラとして機能するとと

もに、地域の賑わい創出や街の安全・安心を守る

機能を果たす等、地域コミュニティの中核的役割

を担う商業環境の創出をめざします。 

・大型店と共存を図りながら、住民のニーズに応じた多様な商品やサービスを提供し、地域の特性や個店

の魅力を活かした商店街づくりを支援します。 

・地域コミュニティの中心的な存在として、地域の連帯感や社会的な繋がりを醸成し、地域の暮らしを支え

る商店街の魅力づくりを支援します。 

・商店街の空き店舗対策や調和のとれた景観づくりを支援します。 

・店舗ならではのサービスの提供や顧客とのコミュニケーションなどを活かした買い物を楽しめる環境づ

くりを支援します。 

・商店街は、来街者の減少、空き店舗の増

加、店主の高齢化、後継者不足等、さまざ

まな課題に直面しています。また、ライフス

タイルの変化による消費者ニーズの多様化

や郊外型商業施設の出店等により地域商

業をめぐる環境が大きく変化しています。 

期待する成果 現状と課題 主な取り組み 

単位施策② 

魅力ある商業

環境の創出 

・市内経済の好循環を創出するため、大型店と中小

事業者が共存できる環境を実現し、魅力ある商業

空間を推進することにより、市内での購買意欲を

醸成するとともに、官民が一体となった地域経済

の活性化をめざします。 

・市内商業事業者への包括的な支援として、地域経済の活性化を推進します。 

・個店の魅力を高め、店舗の集客力や買物環境を向上させる取り組みを支援します。 

・商業者が消費者ニーズを的確に捉え、販路拡大や経営環境の向上をめざした取り組みを支援します。 

・DX に対応した販売形態等のスキルを習得し、実店舗と連携・併用する取り組みを支援します。 

・大型ショッピングモール等の出店、急速に

進むキャッシュレス化を含むＤＸをはじめ

とした購買機会の多様化やインターネット

ショッピングの拡大は、消費者の利便性が

高まる一方、個店の来訪者に影響を及ぼし

ており、店舗外の消費行動を加速させてい

ます。 

年間商品販売額                       [百万円] 
全国における 
伸び率を上回る

全国における 
伸び率を上回る

1,015,680 
（R3） 

従業者数（卸売業・小売業）                   [人] 
全国における 
伸び率を上回る

全国における 
伸び率を上回る

29,511
（R3） 

にぎわいと魅力ある商業の振興 施策３ 

賑わいと魅力があり、伝統と未来が響き合うまち めざす姿Ⅴ 
対応する主な 

SDGｓのゴール 



対応する主な 

SDGｓのゴール 

施
策
４

未
来
あ
る
都
市
農
業
の
振
興

市内総生産額（農業）の推移 

・川口緑化センター、農業協同組合及び市内農業団体などと連携して都市農業の振興を図るとともに、グ
リーンセンター等において緑に親しむ機会を増やします。 
・都市化による農地の減少を抑えるために遊休農地の活用を推進し、都市農地の保全を図ります。 

施策の概要 

農地の保全を推進するとともに歴史と伝統を誇る植木を中心とする花きに加え、野菜・果樹といった本市
の農産物（生産地）のブランド力向上と販路拡大を図り、都市農業の振興につなげることをめざします。 

施策の目標 施策の目標指標 

関連する個別計画 

第２次川口市農業基本計画（川口市都市

農業振興計画）

最終目標（R17）中間目標（R12）基準値（R５） 

この施策の推進が図られていると感じる人の割合     [％] 
Ｒ12実績値を
上回る 

現状値を 
上回る 

47.4 

単位施策① 

都市農業の 

振興 

・農業者の経営力の強化や担い手の確保を通して、

本市農業が有する歴史ある技術や技能、品種など

の普及宣伝を図り、新たな顧客やニーズの開拓に

より販路を拡大し、都市農業の振興を図ります。 

・グリーンセンターは、市内緑化産業に関わる卓越し

た技術や人材を積極的に活用し、高いサービスを

発信・提供するとともに、イベントや展示などを効

果的かつ効率的に計画し、更なる集客力の向上を

図ります。 

・農業経営の安定・向上のため、川口産農産物の販路拡大を図るとともに、担い手の確保に向けて、後継

者・新規就農者の育成支援を行います。 

・グリーンセンターにおいては、身近な緑化の意識を啓発する教室や、植物や生き物などと触れ合える場

を提供し、エンターテインメント要素を盛り込んだイベントや展示手法など、すべての人に楽しく、わかり

やすく植物の魅力を伝えることで、利用者の興味や関心を高めていきます。 

・伝統的な植木を中心とする花きに加え、野

菜・果樹など多様な農産物を生産していま

す。 

・農業者の高齢化や担い手不足による、出荷

量の減少が課題となっています。 

・グリーンセンターにおいては、昭和42年に

開園した施設の老朽化対策のほか、社会状

況の変化に対応するため、利用者のニーズ

を把握し、 更なる集客力の向上を図るこ

とが課題となっています。 

単位施策の目標 現状と課題 主な取り組み 

単位施策② 

都市農地の 

保全 

・持続的な農地の保全により、農産物を供給する機

能をはじめ、良好な景観の形成、学習や交流の場

の提供など多様な機能を有する財産である農地を

次世代につないでいくことをめざします。 

・遊休農地の発生防止・解消のため、農地バンク制度の周知を図ります。 

・遊休農地の情報を市でデータ化し管理することで、農地バンクの活用を図ります。 

・生産緑地法等の改正に関する情報提供や賃借の促進等、生産緑地の適正な保全と円滑な活用を図りま

す。 

・市民へのレクリエーションの場や農業への理解促進につながる市民農園等の開設・運営支援を行い、農

地の保全と活用を図ります。 

・本市は東京都に隣接し、都市化の進行が顕

著であることから、農地が減少する傾向に

あります。しかし、都市農地には地産地消

や景観形成など多様な機能が期待されて

おり、農地の減少に歯止めをかけることが

喫緊の課題となっています。 

農地バンクを活用した農地の賃貸借面積          [㎡] 2,500 2,500 3,510 

市内総生産額（農業）                    [百万円] 
県内市町村にお
ける伸び率を上

回る

県内市町村にお
ける伸び率を上

回る

71６ 
（Ｒ３） 

未来ある都市農業の振興 施策４ 

賑わいと魅力があり、伝統と未来が響き合うまち めざす姿Ⅴ 

９９４ 

1,1７４ 
1,３０６ 

1,４６1 
1,５４３ 1,５５２ 

1,３４８ 
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７７４ 
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1,２００
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（百万円）



対応する主な 

SDGｓのゴール

施
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化

イイナフェスタ 

誇れる文化や産業・自然、暮らしやすさ・住みやすさなどの地域の魅力を、関係団体と連携を図りながら
市内外へアピールし、多くの人が本市の魅力を知り、来訪と定住による地域経済の活性化を実現できる
環境を整えます。 

施策の概要 

本市の特徴ある多種多様な魅力と誇りを育み、市内外に発信し、地域資源を活用した観光振興に取り組
むことで、地域経済の活性化を促し、魅力ある訪れたいまち、さらなる選ばれるまちの実現をめざします。 

施策の目標 施策の目標指標 

関連する個別計画 

川口市産業振興指針

最終目標（R17）中間目標（R12）基準値（R５） 

この施策の推進が図られていると感じる人の割合    [％] 
Ｒ12実績値を
上回る 

現状値を 
上回る 

31.9 

単位施策① 

地域資源を 

活用したシテ

ィプロモーシ

ョンの実施 

・さまざまなシティプロモーション活動を通じて、本

市のイメージ、知名度を向上させることで、交流人

口・定住人口の増加や、地域経済の活性化を図り

ます。 

・地域資源を活用した情報発信により、市民が日常

的に本市の魅力を感じながら生活することで地域

愛の醸成を図ります。 

・東京都と隣接した立地の良さや生活のしやすさに加え、日光御成道や赤山陣屋跡等の歴史的資源、豊か

な自然環境とのふれあいの場、特色ある産業等を活かして、広く「川口市」をＰＲし、知名度やイメージを

向上させます。 

・豊かな自然や文化芸術等の地域資源の活用による、魅力向上を図り、官民連携地域情報ウェブサイト「ト

リコカワグチ」やSＮS等により市内外に向けた効果的な発信を行うことで、市民の「川口市」への愛着を

高めるとともに、本市のイメージ・知名度の向上及び交流人口・定住人口の増加を促進します。 

・東京近郊における都市間競争力を高める

ため、効果的な広報活動や、魅力ある地域

資源の発掘、創出が課題となっています。 

・ものづくりや植木産業と合わせて、本市の

魅力を形成している豊かな自然や地域に

根差した文化芸術等の地域資源を、本市の

魅力として発信し、集客や交流、イメージや

ブランド力の向上等に活かしていくための

戦略が求められています。 

単位施策の目標 現状と課題 主な取り組み 

単位施策② 

ＳＫＩＰシティ

を活用した 

地域の活性化 

・映像産業を核とした次世代産業の導入・集積によ

り、地域経済の競争力を高め、持続可能な地域社

会の形成をめざします。 

・ＳＫＩＰシティで開催される各種イベントやＮＨＫ川

口施設（仮称）等周辺施設の利用促進により、多様

な人々が訪れ、賑わいが生まれ、本市の認知度が

向上するといった、地域経済の相乗的な発展を図

ります。 

・さまざまな映像コンテンツに関する産業創出をめざし、映像産業を核とした次世代産業の導入・集積に

取り組みます。 

・周辺の住環境と調和のとれた整備を行い、交通ネットワークの改善に取り組みます。 

・ＮＨＫ川口施設（仮称）をはじめとする周辺施設と連携し、地域経済活性化に寄与する取り組みを行いま

す。 

・ＳＫＩＰシティは、映像産業を核とした次世

代産業の導入・集積を目的に平成15年に

オープンし、映像産業に関わる取り組みも

定着しています。 

・令和6年に商業施設がオープンしたほか、 

大型撮影スタジオであるＮＨＫ川口施設（仮

称）の整備が進められています。 

・更なる地域経済の活性化と交通ネットワー

クの構築が課題です。 

官民連携地域情報ウェブサイト「トリコカワグチ」ＰＶ数  [回] 245,600152,700 51,023 

記者会見・記者懇談会資料提供件数                 [件] 40 40 32 

地域資源の活用による地域経済の活性化 施策５ 

賑わいと魅力があり、伝統と未来が響き合うまち めざす姿Ⅴ 


